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貯法
「取扱い上の注意」参照

包装に表示の使用期限内
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に使用すること
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.1 ：長期間又は広範囲に使用しないこと

空気塞栓�（頻度不明）

【取扱い上の注意】�

入った場合には水でよく洗い流すこと

深い創傷に使用する場合の希釈液としては

小児の手の届かないところに保管すること�

外用にのみ使用し、内服しないこと

眼に入らないよう注意すること

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確

、なるべく冷所（30℃以下）に保管する�

ことが望ましい
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、正常

【使用上の注意】�

：空気塞栓を起こすことがあるの
で、循環動態に異常を認めた場合など空気塞栓が疑
われる症状がみられた場合は、速やかに本剤の使用を

口腔�頻度不明 連用により口腔粘膜を刺激することがある

易刺激性の部位に使用する場合には
の部位に使用する場合よりも低濃度とする

長期大量経口投与によりマウスの十二指腸
に腫瘍の発生が認められたとの報告がある

注射用水か滅菌精製水を用い、水道水や

オキシフル液3％ 500mL

　※

上記は各製品の容器のレーベルに印刷されるもので、�
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